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ネイン（MT）3 分子を用いた遺伝的標識法（3MT 標識法）で PSD-95 を標識し（PSD-95-3MT）、
細胞内局在観察、電子線トモグラフィーおよび凍結試料のクライオ電子顕微鏡観察
（Cryo-Electron Microscopy of Vitreous Sections：CEMOVIS）による電子顕微鏡解析を行っ
た。 
 中枢神経シナプスの in vitro モデルとなる海馬初代培養細胞にアデノウイルスを用いて
PSD-95-3MT を遺伝子導入し、標識用の重金属としてカドミウムを培養液に添加した状態で、
PSD-95-3MT を発現させた。この海馬初代培養細胞のシナプス部位を電子顕微鏡で観察すると、




































      
    
